
一年間のねがい             
       ・礼拝や日々のお祈りを通して、神さまを身近に感じ、友だちと 

気持ちを表現しあう。 
・園生活の流れや生活の仕方が分かり、不完全ながらも「自分で 
できる」という自信を持ってしようとする。 

・生活や遊びの中で、予想や意図や期待を持って行動し、友だちとの 
関わりが広がる。     

これからの保育について   
・うさぎ組の一年は、身の回りのことや生活面に見通しを持って過ごせるように 
なってきます。集団活動が増え、運動会やクリスマス礼拝、保育参観日など、 
行事への参加も子どもたちの成長において大切な経験となります。遊びの中で、 
体を動かすことや音楽に触れること、お話の世界を想像することや手先を使って 
制作することなどを通して『おもしろいな』『楽しいな』と感じ、気持ちを    
のびのびと表現すること、『できる』『できない』ではなく、『やってみよう』と 
する意欲や取り組む姿を大切にし、心も身体もたくさん動かしていきたいと思います。 
また、友だちとの関わりが増え、一緒にイメージを広げて話をしたり、遊んだりし、 
今まで以上に気持ちを表現し合う姿が見られ、社会性が育まれます。一つひとつの 
経験が子どもたちの自信につながるように大切に過ごしていきたいと思います。 

一年間のねがい             
         ・神さまに愛され、見守られていることを知り、仲間意識が芽生え、 

つまずきや葛藤を乗り越えようとする。 
・健康、安全など生活に必要な基本的習慣が身につき、運動 
機能が伸びる。 

・友だちや保育士と共通のイメージを持って遊び、目的に向かって 
集団で行動することが増え、遊びを発展させようとする。 

・日々の生活や経験を通して自分なりに考え、様々な体験をする 
中で思考力の基礎を培う。      

これからの保育について    
・ぞう組での一年は、しあわせの村でのお泊まり保育、運動会での組体操やリレー、 
クリスマス礼拝でのページェント、劇遊びなど、様々な経験をします。みんなで 
話し合ったり、考えをまとめたりして、１つの目標に向かって協力する楽しさや 
充実感、達成感を感じられるように過ごしていきたいと思います。友だちとの 
関わりの中で考え方の違いでぶつかった時には子ども同士で話し合い、気持ちに 
折り合いをつけながら、解決しようとする姿を見守り、互いの良さや違いを認め 
合う関係を築けるように支えていきたいと思います。 

 また、就学前の一年間となります。基本的生活習慣を一つずつ見直し、生活の中で 
必要なことは何かを話し合うことや、なぜ大切であるかを考えることなど、 
子どもたちが意識して行動することを大切にしていきたいと思います。 

一年間のねがい            
        ・神さまに愛され、見守られていることを知り、集団の中で自分が 

かけがえのない一人であることが分かり、違いを認めようとする。 
・生活の中で健康、安全に必要な基本的生活習慣や自主性、協調性が 
身に付く。 

・生活や遊びの中で、達成感や葛藤を味わう経験をし、目標に向かって 
友だちと力を合わせて活動する。 

・身近な自然や社会事象に関わり、関心を深め、思考力や認識力が 
高まる。       

これからの保育について   
・ひつじ組での一年は、様々な活動を通して友だちとの関わりが広がります。イメージを 
共有し、楽しいことや嬉しいことを一緒に経験できる喜びを感じる一方、関わりの中で 
相手に思いがうまく伝わらず、トラブルになることもあります。その中で相手の気持ちに 
気づいたり考えたりすること、友だちとの違いを感じながらも思いやること、気持ちの 
葛藤やすれ違いがあったときには子ども同士で話し合うことを大切に、社会性を育める 
ように関わっていきたいと思います。また、遊びの中で挑戦すること、同じ目的を 

もって取り組む喜びや達成感を味わうことで、一人ひとりが大切な存在であることを 
感じ、相手のことを尊重し、助け合ったり協力しようとしたりし、一緒に成長し支え 
合える関係を築いていきたいと思います。そのために、まずは保育者との信頼関係を 
しっかりと築き、一人ひとりが安心して思いを表現することができるように過ごして 
いきたいと思います。 

ちいさなたね【幼児おたより】  ２０２３年度 ４月 

うさぎ組・ひつじ組・ぞう組  聖和乳幼児保育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い 
                       
・朝夕の時間帯は担任がいないことがあります。         
・提出物は必ず保育者に手渡してください。         
・午前中の活動を充実させて一日を過ごせるよう 

9:15までに登園してください。         
・髪の毛を結ぶ場合は、飾りのないゴムで1 つに 

束ねて登園してください。                  
 

 
・活動が活発になってきます。動きやすい汚れても 

いい服を着て登園し、ロッカーのカゴの中には 

着替え一式【上下の服、パンツ、靴下】を多めに 

入れておいてください。           
・排便後、自分でおしりを拭くことも身につく 

ように、一人ひとりに合わせて伝えていきます。 

ご家庭でも子どもの様子を見ながらやって 

みてください。           
・4 月下旬～5 月初旬頃より毎日水筒の持参を 

お願いします。園外保育の際、子どもが自分で 

持って行きますので、肩から下げられる紐付きの 

水筒の準備をお願いします。園で初めて水筒を 

使うことになりますので、ご家庭で開けたり 

閉めたり注いだりして、一緒に確認していただき 

ますよう、お願いします。 

日程は改めてお知らせします。                                          
・4 月３（月）より、給食時にマスクを着用し、 

自分で配膳を行います。 

リュックサック中に毎日マスクを入れておいて 

ください。                          

 
  
・月１～２回体育遊びがあります。 

必ず動きやすい服装(ズボン)で登園してください。 

スカートやチュニック、デニム等は動きにく 

かったり、引っかかったりして危ないので控えて 

ください。          
・実費徴収につきまして、給食費やバス遠足費 

などに加え、お泊まり保育代【９月頃】、 

卒園アルバム代【2 月頃】を徴収します。 

金額は重要事項説明書をご参照ください。           
・プロフォト阪神の写真販売の際、卒園アルバムで 

使用する写真番号をサイト内でお知らせします。 

写真は卒園まで園で保管し、代金は卒園アル

バム代に含まれています。 

購入することもできます。 

3 クラス共通 

うさぎ組 

ひつじ組

組 

ぞう組 

年主題 ともにつむぎだす ～希望の中で～    
『キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、近くにいる人々にも、平和の福音を告げ知らせられました。』 

【エフェソの信徒への手紙 ２章１７節】 


